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４

図
を
使
っ
て
説
明
す
る<

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
作
戦>

１

出
題
の
趣
旨

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
話
の
組
立
て
を
工
夫
し
な
が
ら
、
図
を
使
っ
て

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

自
分
の
目
的
や
意
図
が
伝
わ
る
よ
う
に
話
の
組
立
て
を
工
夫
し
な
が
ら
、
図

を
使
っ
て
説
明
す
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
学
習
に
お
い
て
、
作
戦
図
を
使
っ
て
攻

め
方
を
整
理
し
た
り
説
明
し
た
り
す
る
場
面
を
設
定
し
た
。
ボ
ー
ル
を
め
ぐ
っ

て
、
誰
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
整
理
し
、
相
手
が
理
解
し
や
す
い
よ
う

に
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
を
説
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

出
来
事
の
順
序
や
事
柄
の
相
互
の
関
係
を
整
理
し
て
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
に
は
、
図
な
ど
の
資
料
を
提
示
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
国
語
科
の
学
習
の
み
な
ら
ず
、
各
教
科
等
の
学
習
や
日
常
生
活
に
お
い
て

も
活
用
で
き
る
。

２

各
設
問
に
つ
い
て

設
問
一趣

旨

(1)
目
的
や
意
図
が
伝
わ
る
よ
う
に
必
要
な
情
報
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
を
み
る
。

説
明
す
る
目
的
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
を
整
理
す
る
問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
作
戦
図
に
お
け
る
ボ
ー
ル
の
移
動
が
ど
の
よ
う
な
順
序
で
行
わ
れ

る
か
を
整
理
す
る
場
面
を
設
定
し
た
。
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■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ア

考
え
た
事
や
自
分
の
意
図
が
分
か
る
よ
う
に
話
の
組
立
て
を
工
夫
し

な
が
ら
、
目
的
や
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
葉
遣
い
で
話
す
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

話
す
・
聞
く
能
力

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答

【
Ａ
】

白
石

【
Ｂ
】

川
島

■
解
説

○
西
村
を
起
点
と
し
、
白
石
を
中
継
し
た
後
に
、
川
島
の
シ
ュ
ー
ト
へ
つ

な
い
で
い
く
三
人
の
動
き
や
ボ
ー
ル
の
流
れ
を
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○
名
前
や
順
序
を
間
違
え
て
い
る
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

設
問
二

ア
・
イ

趣
旨

(1)目
的
や
意
図
が
伝
わ
る
よ
う
に
話
の
組
立
て
を
工
夫
し
な
が
ら
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

全
体
を
見
通
し
て
必
要
な
事
柄
を
明
確
に
し
、
事
柄
の
相
互
の
関
係
を
整
理
し

な
が
ら
、
「
だ
れ
が
」
、
「
ど
う
す
る
」
と
い
う
観
点
で
説
明
す
る
問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
作
戦
の
中
で
チ
ー
ム
の
一
人
一
人
が
、
他
の
メ
ン
バ
ー
と
ど
の
よ

う
に
関
わ
る
の
か
を
接
続
語
を
押
さ
え
て
説
明
す
る
よ
う
に
設
定
し
た
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ア

考
え
た
事
や
自
分
の
意
図
が
分
か
る
よ
う
に
話
の
組
立
て
を
工
夫
し
な

が
ら
、
目
的
や
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
葉
遣
い
で
話
す
こ
と
。

言
語
活
動
例
（
第
五
・
六
学
年

Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
）

自
分
の
考
え
を
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と

言
語
事
項
（
第
一
・
二
学
年
）

エ

文
及
び
文
章
の
構
成
に
関
す
る
事
項

（１）
（
ア
）
文
の
中
に
お
け
る
主
語
と
述
語
と
の
関
係
に
注
意
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
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設
問
二

ア

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答
例

○
白
石
さ
ん
が
、
コ
ー
ト
の
左
側
を
走
っ
て
い
る
西
村
さ
ん
に
パ
ス
を
返

し
ま
す

○
西
村
さ
ん
が
、
コ
ー
ト
の
左
側
を
走
り
な
が
ら
、
白
石
さ
ん
か
ら
パ
ス

を
も
ら
い
ま
す

■
解
説

○
白
石
が
西
村
に
パ
ス
を
す
る
こ
と
（
西
村
が
白
石
か
ら
パ
ス
を
も
ら
う

こ
と
）
に
触
れ
て
書
い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○
白
石
と
西
村
の
間
に
お
け
る
パ
ス
の
流
れ
を
と
ら
え
て
い
な
い
も
の
は

誤
答
と
す
る
。

設
問
二

イ

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答
例

○
西
村
さ
ん
が
、
ゴ
ー
ル
前
に
走
っ
て
き
た
川
島
さ
ん
に
パ
ス
を
し
ま
す

○
川
島
さ
ん
が
、
ゴ
ー
ル
前
に
走
っ
て
い
き
、
西
村
さ
ん
か
ら
パ
ス
を
も

ら
い
ま
す

■
解
説

○
西
村
が
川
島
に
パ
ス
を
す
る
こ
と
（
川
島
が
西
村
か
ら
パ
ス
を
も
ら
う

こ
と
）
に
触
れ
て
書
い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○
西
村
と
川
島
の
間
に
お
け
る
パ
ス
の
流
れ
を
と
ら
え
て
い
な
い
も
の
は

誤
答
と
す
る
。
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３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

資
料
を
提
示
し
な
が
ら
説
明
す
る

(1)

説
明
や
報
告
を
す
る
と
き
に
は
、
資
料
を
提
示
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ

る
。
そ
の
際
、
図
表
を
は
じ
め
、
映
像
や
実
物
な
ど
の
資
料
を
適
切
に
用
い

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
話
す
内
容
と
資
料
と
の
整
合
、
適
切
な
時
間
や
タ

イ
ミ
ン
グ
で
の
資
料
の
提
示
に
注
意
し
な
が
ら
話
す
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

意
図
が
伝
わ
る
よ
う
に
話
の
組
立
て
を
工
夫
し
て
話
す

(2)

意
図
を
明
確
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
話
の
組
立
て
を
工
夫
し
て
説
明
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
第
一
・
二
学
年
で
は
、
行
動
の
順
序
、
時
間
の
順
序

な
ど
を
考
え
な
が
ら
話
す
こ
と
、
第
三
・
四
学
年
で
は
、
話
の
中
心
を
は
っ

き
り
決
め
て
話
す
こ
と
、
話
の
要
点
が
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
な
ど

が
基
盤
と
な
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
第
五
・
六
学
年
で
は
、
事
実
と
感

想
、
意
見
と
の
組
立
て
、
結
論
や
山
場
の
位
置
付
け
な
ど
を
効
果
的
に
工
夫

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

様
々
な
対
象
を
説
明
す
る

(3)

事
物
や
事
柄
と
い
っ
た
静
的
な
も
の
の
説
明
や
、
手
順
や
方
法
と
い
っ
た

動
的
な
も
の
を
説
明
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
説
明
的
な
文
や
文
章
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
言
語
活
動
を
多
様

に
経
験
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
説
明

し
た
こ
と
が
、
相
手
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
を
確
か
め
た
り
助
言
を
も
ら
っ

た
り
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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国語Ｂ１ 目的や意図に応じて新聞を書く〈学校新聞〉
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１．出題の趣旨

目的や意図に応じ，新聞の割り付けをしたり，見出しや記事を書いたりすることができ

るかどうかをみる。

目的や意図に応じ，文章全体の構成を工夫したり，必要な内容を整理して書いたりすること

は，国語科の学習のみならず，各教科等の学習や日常生活においても重要である。その中でも，

新聞は，限られた紙面の中で，目的や意図に応じ，全体の構成や見出し，記事を工夫して書く

ことが求められる。新聞を書くことは，必要な内容を整理し，相手に分かりやすく表現する力

を高める活動として有効な手段の一つである。

本問では，新聞委員会の児童が，地域の方々に月ごとの学校の様子を伝えるために，地域の

方々との交流会の様子をまとめた学校新聞を書く場面を設定した。ここでは，目的や意図に応

じ，割り付けをすること，読み手の関心を引く見出しを付けること，インタビューの様子を踏

まえた記事を書くことが求められる。

設問三については，「４年間のまとめ【小学校編】」において，「調べて分かった事実に対す

る自分の考えを，理由や根拠を明確にして書くこと」に課題があると指摘していること，また，

平成25年度【小学校】国語Ｂ２二（正答率26.5％），三（正答率17.9％）において，「目的や

意図に応じ，必要な内容を適切に引用したり複数の内容を関係付けたりしながら，自分の考え

を書くこと」に課題が見られたことを踏まえて出題した。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第３学年及び第４学年〕 Ｂ 書くこと

イ 疑問に思ったことを調べて，報告する文章を書いたり，学級新聞などに表したりする

こと。

２．解説

設問一

趣旨

目的や意図に応じ，新聞の割り付けをすることができるかどうかをみる。

本設問では，新聞に割り付けられた内容を区別する場面を設定した。ここでは，新聞の各部

分に割り付けられた文章の種類や形態の違いを捉えることが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

イ 自分の考えを明確に表現するため，文章全体の構成の効果を考えること。

■評価の観点

書く能力

-38-



解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 一 １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの ◎

４ ４ と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【ふれあい新聞（六月号）】に割り付けられた内容が，全体として「出来事の報告」「調

査の報告」「紹介と案内」の三つで構成されていることを捉える必要がある。

新聞の中の大見出し「交流で広がる 心の輪」の記事では，５月に行われた交流会の様子

を，事実に加えて参加者にインタビューした内容も交えて書いている。これは，「出来事の

報告」に当たる。

「子どもの遊び 昔は？」の記事では，参加者を対象にして，子供の頃好きだった遊びを

聞き取り，その結果をまとめて書いている。これは，「調査の報告」に当たる。

「地いきの方々とふれあう 行事や活動の予定」の記事の内容は，「紹介と案内」に当たる。

設問二

趣旨

目的や意図に応じ，記事に見出しを付けることができるかどうかをみる。

本設問では，新聞のトップ記事の内容について，読み手の関心を引き付けるような見出しを

付ける場面を設定した。ここでは，記事の内容に関わる見出しの候補の中から，「交流で広が

る 心の輪」を選んだ理由について，書き手が狙おうとする効果と表現の仕方を合わせて捉え

ることが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳

しく書いたりすること。

■評価の観点

書く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 二 １ １ と解答しているもの ◎

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【実際の大見出し】である①「交流で広がる 心の輪」は，この交流により自分たちと地

域の方々との心の輪が広がったという考えを伝えるために，強調したい言葉の順番を換えて

いることを捉える必要がある。これを説明したものは選択肢１である。

②「お手玉 あやとり コツつかむ」の見出しについての説明は，選択肢３である。

③「昔遊びをしてみませんか」の見出しについての説明は，選択肢２である。

選択肢２，３も見出しの付け方として成立しているが，【実際の大見出し】の「交流で広

がる 心の輪」という見出しの説明にはあてはまらない。

設問三

趣旨

目的や意図に応じ，取材した内容を整理しながら記事を書くことができるかどうかをみ

る。

本設問では，地域の方々との交流会の様子がより読み手に伝わるように，記事の中に参加者

の声を取り上げて書く場面を設定した。ここでは，中田さんの「あやとりのコーナーに参加し

てよかったわ。」という感想の理由を，【中田とよさんへのインタビューの様子】の中の〈話

した内容〉から取り出した上で，〈表情や声の調子〉と関係付けながら書くことが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳

しく書いたりすること。

■評価の観点

国語への関心・意欲・態度

書く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 三 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 以下の内容を合わせて書いている。

a 「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

b 目を細めながら明るい声

＊ 「目を細めている」，「明るい声」のいずれか一方のみを取り上げてい

るものも含む。

② 一文で書いている。

③ 書き出しの言葉に続けて，40字以上，70字以内で書いている。

（正答例）

・ （「また、参加された中田とよさんは、」以下，この書き出しの言葉は省

略する。）「一年生のみんなに様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、

目を細めながら明るい声で話してくださいました。（69字）

・ 「一年生のみんなに様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、目を

細めながら話してくださいました。（64字）

・ 「様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、明るい声で話してくだ

さいました。（54字）

１ 条件①a，bの両方と，条件②，③を満たしているもの ◎

２ 条件①a，bの両方と，条件②は満たしているが，条件③は満たしていないもの

３ 条件①a，bの両方を満たしているが，条件②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 「様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、話してくださいました。

明るい声でした。（57字）

→上記の例は，一文で書いていない。

４ 条件① a または b のいずれか一方を満たしているもの

＊条件②，③を満たしているかどうかは不問とする。

（例１）

○ 「みなさんも準備が大変だったことでしょうね」と、目を細めながら話

してくださいました。（58字）

→上記の例は，「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでく

れた」という内容を取り上げていない。

（例２）

○ 「一年生のみんなに様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、話し

てくださいました。（57字）

→上記の例は，「目を細めている」，「明るい声」のどちらの内容も取り上

げていない。

９ 上記以外の解答

０ 無解答
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■正答について

中田さんへのインタビューを基に，中田さんの「あやとりのコーナーに参加してよかった

わ。」という感想の理由が分かる言葉を捉える必要がある。その言葉は，〈話した内容〉の

部直後の「それはね、一年生のみんなに様々な形を教えてあげたら喜んでくれ

たからなの」である。

この言葉に合わせる〈表情や声の調子〉の中の内容については，「目を細めている」と「明

るい声」の二つを書くことが望ましいが，いずれか一方のみを取り上げた場合でも正答の条

件① b を満たしていることとする。

〈話した内容〉と〈表情や声の調子〉を合わせて一文にまとめ，書き出しの言葉に続けて，

指定された字数の範囲で書く必要がある。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ21Ｂ１二
報告文のまとめとして，調べて分かったこ

17.8％ P.34～ P.37 P.194～ P.198
とを書く

Ｈ25Ｂ２二
【ずかんの一部】の中から花火師の苦労が

26.5％ P.42～ P.49 P.56～ P.64
具体的に書かれている内容を引用して書く

Ｈ25Ｂ２三
複数の内容を関係付けた上で，自分の考え

17.9％ P.42～ P.49 P.56～ P.64
を具体的に書く

（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.６～ P.７，P.64～ P.65，P.100

「平成21年度【小学校】授業アイディア例」P.２

「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.11～ P.12

３．学習指導に当たって

(1) 新聞の特徴を理解し，目的や意図に応じて紙面全体を構成する （対応設問：設問一）

新聞を書くためには，新聞の特徴に基づいて割り付けをしたり，見出しを付けたり，記事

を書いたりすることが重要である。そのためには，新聞を書く目的や意図を明確にもつこと

ができるような指導をすることが大切である。

具体的には，まず，新聞には複数の種類の記事が掲載されていること，一番知らせたい記

事が最初に大きく取り上げられていること，記事一つ一つに見出しが付けられていること，

記事の中には逆三角形と呼ばれる構成になっているものがあることなどの特徴を理解する必

要がある。その上で，誰が何のために発行するのか，どのような情報を伝えたいのか，読み

手はどのような情報を望んでいるのかなど，新聞を書く目的や意図を明確にし，紙面全体の

構成を考えることが重要である。その際，編集会議を効果的に取り入れ，読み手の関心を引き

付けるような割り付けや見出しになっているか，目的や意図に応じた分かりやすい記事になって

いるか，読み手の理解を補助するための写真や図，表などが効果的に取り入れられているかなど

の観点を設けて話し合うような指導をすることも大切である。
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(2) 目的や意図に応じ，記事に見出しを付ける （対応設問：設問二）

見出しは，事実だけを伝える場合のみならず，感想や意見を添えて端的に伝える場合があ

る。見出しを付けるためには，伝えたいことの中心を明確にした上で，様々な表現の仕方とそ

の効果について検討する必要がある。

具体的には，同じ題材を取り扱った様々な記事を集め，それぞれの見出しを比べるなどし

て，それらの効果について話し合うような指導が考えられる。さらに，書き手の意図を推論

しながら，自分なりに考えた見出しを発表し合い，互いの感想や意見を交流するような指導

も考えられる。

(3) 目的や意図に応じて取材した事柄を記事として書く （対応設問：設問三）

取材した事柄を記事として書く際，事実と感想，意見などとを区別する必要がある。また，

目的や意図に応じ，伝えたい内容を詳しく書いたり，それ以外の内容を簡単にまとめて書い

たりすることも大切である。

具体的には，読み手に伝えたいことの中心を明確にし，自分で調べた内容や，関係者に取

材した事柄の中から取捨選択するような指導が考えられる。聞いた内容や分かったこと（事

実）だけではなく，取材した相手から受ける印象や自分が感じたこと，考えたこと（感想や

意見）などもメモを取っておくことが有効である。メモを用いて記事を書く際は，取材した

内容を引用して書くことや，それらを適切な分量にまとめて書くことができるようにするこ

とが大切である。

（参照）「言語活動事例集【小学校版】」P.51～ P.52
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